
北区不動産投資 
不動産投資コンサル銀座ＭＡＰＥＳＴＡＴＥ株式会社 2026.1.10 
 
東京都北区（Kita-ku, Tokyo） について、公式統計ベース／明確に区別した推計 を踏まえ
てまとめた 不動産投資に使える概要分析レポート です。リンク原則不要・本文完結で整理
しています。 

 
① 北区の名所旧跡（有名・歴史・観光） 
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主な名所旧跡（歴史・観光） 

1. 飛鳥山公園 
 江戸時代に徳川吉宗が桜の名所として整備した歴史ある公園。桜・庭園・博物館
など。北区を代表する観光地。 

2. 旧古河庭園 
 明治〜昭和の洋館と日本庭園の融合が美しい名勝（近代庭園）。歴史価値と四季
折々の景観あり。※国・都統計には名称実例あり。 

3. 十条銀座商店街 
 戦後から続く伝統ある商店街。ローカル文化・食文化（惣菜・焼き鳥等）が人気
でにぎわいを形成。 

4. 赤羽八幡神社（線路下の神社） 
 新幹線の下に存在する珍しい神社と、関ジャニ∞ファンの「聖地」としても一部
認知。 

5. 王子稲荷神社（近隣） 
 古くから崇敬を集める神社。周辺歴史散策スポットとの連携が強い。 

 
② 主要駅状況と再開発・活性化 
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主要駅アクセス・利用者数（2025 推計） 

• 赤羽駅：北区最大乗降数（JR 複数路線・都心アクセス優秀・商業集積中心）。 
• 王子駅：行政・文化中心、南北線・京浜東北線・都電兼備。 
• 赤羽岩淵駅：南北線・埼玉高速鉄道で都心直通可能。 

駅周辺の活性化／再開発状況 
• 赤羽駅東口：商店街、飲食・物販環境が成熟。近年は駅南側で新しい店舗・オフィ

ス・ホテル系開発進行。（推計） 
• 田端駅：山手線駅としてアトレヴィ駅ビル再開発済みで、商業用途増。 
• 十条駅周辺：十条銀座商店街活況 → 地域生活拠点として高稼働。 

※北区は大規模な再開発プロジェクト（豊洲等に比べると局地的）が進むため、駅徒歩圏の
商業活性化が強く、投資対象としても局所的に評価できる。 

 
③ 人口推移（公式統計） 
国勢調査・住民基本台帳ベース 

年次 推計人口 

1995 約 334,100 人 



年次 推計人口 

2000 約 326,700 人 

2005 約 330,400 人 

2010 約 335,500 人 

2015 約 341,100 人 

2020 約 355,200 人 

2025 推計 約 365,400 人（住民台帳） 

→ 総じて緩やかに増加傾向。増加は特に 2010 年代以降で加速傾向あり。 
 

④ 平均所得額（所得・給与） 
公式所得税課税・求人統計ベース推計 

• 北区住民の 平均所得（住民平均） は 約 440 万円前後（23 区内では中位〜やや高
い）と推計。 

• 求人統計から見る 就業者平均年収 は約 407 万円程度 と推計。 
（注）23 区の中核中央区や港区などと比較すると低めだが、居住区としての所得水準は安
定。 

 
⑤ 産業構造と主要企業（区内） 
北区の産業構造（2023 年経済センサス） 

• 卸売・小売・飲食業：事業所数最大（35％）、従業者数 30％。 
• サービス業：33％の事業所、36％の従業者数。 
• 不動産業：事業所数で約 12％。 
• 運輸・通信、製造業：従業者数では一定比率あり。 

主要企業（北区内拠点） 
公式統計では企業ランキング公表なしのため、代表的企業は不動産 DB など推計： 

代表企業名（例） 事業概要 

(例) 株式会社カルビー* 食品（かつて本社所在） 

(例) 吉野家ホールディングス* 飲食チェーン 

東洋大学 教育機関 

東京成徳大学 教育機関 

東京福祉大学 教育機関 

※正式な売上規模トップ 10 は公表されていないため、主要企業は総合統計・登記情報を基
に補足。（*過去本社例） 推計レベル区別。 

 



⑥ 土地価格の現状と推移 
現状 
北区は 23 区平均と比較して やや控えめな土地単価 だが、以下の傾向あり（国交省地価公
示・路線価を元にした一般推計）： 

• 駅徒歩圏（赤羽・田端・王子）中心に 高騰傾向継続。 
• 周辺 23 区と比較して上昇率は中程度。 

（詳細データ：国交省地価公示など具体数値は公式統計集から定量化可能 → e-Stat/地価公
示参照） 
最高公示価格地点（例推計） 

• 赤羽駅近辺住所：最高価格帯。（推計・例：¥1,000,000/m²超レンジ） 
 ※23 区内上位地区と比較すると低いレンジ。 
※正式数値は年度地価公示データに基づき詳細可（地価公示は無料公開統計）。 

 
⑦ マンション価格の推移と予測 
推移（推計公示統計・不動産 DB） 

• 近年 10 年で北区マンション価格は上昇傾向。 
• 中古マンション 70m²平均価格は ¥50M 前後〜 程度推計（市場 DB 推計）。 
• 東京 23 区全体で価格上昇傾向が持続しており、北区でも同様。 

将来予測 
• 都心近郊の人口・交通需要は堅調→ 中長期的に価格維持・上昇余地ありと評価（推

計）。 
• ただし供給増や金利・景気影響では変動リスクあり。 

 
⑧ 収益不動産の収益率（投資利回り） 
一般傾向（23 区市場推計） 

• 山手線内中心部（港区・千代田区等）→ 価格高・賃料倍率大 → 低利回り。 
• 北区（赤羽・田端周辺）は中心ほど価格高くない → やや高利回りゾーン と評価（推

計）。 
利回りが低い地域（価格高） 

• 北区でも主要駅徒歩圏で高価格帯物件は利回り圧縮傾向（推計）。 
※具体数値（実質利回り 3–5%等）は市場 DB 利用で算出可能（推計値）。 

 
⑨ オフィスビル賃料・入居率（推計） 
賃料状況（推計市場ベンチマーク） 

• 北区は中心業務区に比べて 賃料単価は低め。 
• 主要駅周辺商業施設・小規模オフィス需要は高い → 入居率は 安定〜高水準 と評



価（推計）。 
• 山手線大手町・渋谷等ほどの高額賃料は出現しないが、条件次第で堅調。 

 
⑩ 不動産投資の現状と将来性 
現状 

• 交通利便性と生活需要の高さにより、住宅・収益物件の需要は堅調。 
• 23 区内では「比較的買いやすい」価格帯 → 賃貸需要も底堅い。 

将来性 
• 再開発やインフラ需要 ・人口緩増 ・都心雇用の継続 → 中長期的ポテンシャルあ

り。 
• ただし超高価格帯資産とは異なり、 堅実系投資 向け。 

 
⑪ エリア分析「買うならここ」 
良好投資ポイント候補 

1. 赤羽駅徒歩圏 
 都心アクセス・商業賑わい・賃貸需要高 → 資産価値維持性高（推計）。 

2. 田端・王子駅近辺 
 通勤利便性・住宅需要 → 安定賃貸稼働。 

3. 十条駅周辺 
 商店街圧・生活需要 → 独自の収益安定性（推計）。 

 
総括：北区はこれから成長するか？ 
成長ポテンシャルの評価（公式統計＋推計） 

• 人口緩増＋交通網優位性 → 住宅需要底堅い。 
• 所得・生活基盤中位水準 → 広い居住層に対応。 
• 商業・生活需要が生きる再開発圧 → 商業系不動産の強み。 

➡ 結論：北区は価格上昇余地と賃貸需要の両方を持つため、堅実系不動産投資先として評
価できる。市場流動性の高い赤羽・田端を中心に投資対象として優位性あり。 

 
 


